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内容の要旨および審査の結果の要旨
一次性シェーグレン症候群（primarySj6gren'ｓsyndrome，１．SjS）患者血清中に特異的に存在す
るシェーグレン症候群B(Sj6gren'ｓｓｙｎｄｒｏｍｅＢ,SSB)／抗Ｌａ抗体の対応自己抗原であるSSB／Ｌａ
抗原と，Epstein-Barrウィルス（Epstein-BarrVirus，ＥＢＶ）にコードされる核内小ＲＮＡ（EBV‐
encodedsmallnuclearRNAsEBERs)とは安定した結合活性を示すことが知られている。そこで
著者は，loSjSとＥＢＶの関係を明らかにするため，１．SjS患者唾液腺(salivarygland，ＳＧ)組織18検
体を対象に，２種存在するEBERsのうちＥＢＥＲ－１に対する生体内局所ハイブリダイゼーションを行い
健常者と比較検討した。その結果，次の如き成績を得た。（１）１°SjS患者ＳＧのうち９検体で導管上皮細
胞に，４検体で腺房上皮細胞にハイブリダイゼーション陽性の所見を認めた。(2)健常者では８検体中３
検体に，導管上皮細胞にのみハイブリダイゼーション陽性所見を認めた。さらに，（３）導管上皮細胞にハ
イブリダイゼーション陽性の所見を認めた９検体の１．SjS患者ＳＧのうち８検体では，浸潤している単
核細胞(mononuclearcells，MNC）にも陽性所見が認められた。そこで，ハイプリダイゼーション陽
性の浸潤ＭＮＣの特徴を明らかにするため，隣接切片を用いて免疫組織化学的検討を行った。抗体には，
Ｔリンパ球上のCD45RO抗原と特異的に結合する単クローン抗体(UCHL-1）を用いた。その結果，（４）ハ
イプリダイゼーション陽性の浸潤ＭＮＣの少なくとも一部は，Ｔリンパ球と考えられた。以上の結果より，
１．SjS患者の少なくとも一部ではEBER-1が大量に発現された状態にあり，通常はほとんど認められ
ない腺房上皮細胞に認める例もあること，また浸潤しているリンパ球にもＥＢＶが感染していることが明
らかとなった。このことから，ＥＢＶがEBERsの発現を通してSSB／La抗体をはじめとする１･ＳｊＳの
病態に関与していることが示唆されるとともに，リンパ球，特にＴリンパ球の機能異常にも関わっている
可能性が示された。
本研究は，シェーグレン症候群の病因病態におけるＥＢＶの関与を分子生物学的手法を用いて検討した
ものであり，未だ不明の点が多い自己免疫疾患の病因論に重要な知見を与えた点で価値ある研究と評価さ
れた。
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